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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
３
『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
最
終
話
＞

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
１
３
Ｍ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
そ
し
て
、
２
人
が
待
ち
わ
び
た
『
朝
』
が
訪
れ
る
－
－
－

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
第
三
段
『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』

最
終
話
で
す
。
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エ
ピ
ロ
ー
グ
　
ア
ン
ド
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

は
い
、
無
事
終
わ
り
ま
し
た
（
滝
汗
）
。
。
。
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エ
ピ
ロ
ー
グ
　
ア
ン
ド
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
　
　
　
　
＜
エ
ピ
ロ
ー
グ
　
ア
ン
ド
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
＞

　
初
夏
を
思
わ
せ
る
５
月
半
ば
の
爽
や
か
な
風
が
新
宿
の
街
に
も
訪
れ
る
頃
。

　
『
朝
』
は
、
朝
子
の
叫
び
声
と
共
に
幕
を
開
け
た
。

　
「
や
だ
、
和
人
！
ま
だ
、
寝
て
た
の
？
も
う
Ａ
Ｍ
８
：
３
０
よ
！
」

　
リ
ビ
ン
グ
の
南
側
に
あ
る
和
人
の
部
屋
で
。

　
彼
女
は
言
う
が
早
い
か
窓
際
の
カ
ー
テ
ン
を
思
い
切
り
左
右
に
開
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ー
・
・
・
　
・
・
・

　
光
の
洪
水
が
一
気
に
室
内
へ
と
押
し
寄
せ
る
。

　
「
ん
・
・
・
　
・
・
・
！
」

　
今
朝
方
帰
宅
し
た
ば
か
り
の
和
人
は
、
シ
ャ
ワ
ー
も
浴
び
ず
黒
い
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を

着
た
ま
ま
の
姿
で
寝
室
の
”
主
”
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
光
の
あ
ま
り
の
眩
し
さ
に
、
思
わ
ず
シ
ー
ツ
を
頭
ま
で
引
き
ず
り
上
げ

る
。

　
「
乱
暴
だ
な
－
－
－
朝
子
。
」

　
眠
り
が
ま
だ
覚
め
や
ら
ぬ
様
子
で
、
和
人
が
呟
く
。

　
「
何
、
言
っ
て
ん
の
よ
。
」

　
朝
子
は
呆
れ
て
和
人
の
シ
ー
ツ
を
引
っ
ぺ
返
し
た
。

　
「
秀
が
迎
え
に
来
る
ん
で
し
ょ
？
Ａ
Ｍ
９
：
０
０
ジ
ャ
ス
ト
に
。
」

　
「
え
！
も
う
そ
ん
な
時
間
？
」

　
和
人
は
慌
て
て
飛
び
起
き
た
。
左
手
首
に
は
め
た
 

Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
 

を
見
る

と
、
針
は
既
に

Ａ
Ｍ
８
：
４
０
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
る
。
「
や
ば
・
・
・
　
・
・
・
！
今

日
は
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絶
対
寝
坊
す
る
な
っ
て
釘
さ
さ
れ
て
ん
だ
よ
な
、
あ
い
つ
に
。
」

　
「
ほ
ら
、
み
な
さ
い
。
」

　
朝
子
は
和
人
の
額
を
中
指
の
背
で
こ
づ
い
た
。

　
「
い
て
っ
！
」

　
「
日
頃
の
不
摂
生
が
こ
う
い
う
時
祟
る
の
よ
。
い
い
加
減
、
半
日
ず
れ
た
生

活
、

直
し
な
さ
い
ね
。
」

　
天
使
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
朝
子
が
言
う
。
「
さ
、
シ
ャ
ワ
ー
浴
び
て
早
く

着
替
え
て
！
」

　
「
う
－
－
－
」

　
和
人
は
し
ぶ
し
ぶ
と
彼
女
の
言
葉
に
従
っ
た
。

　
ど
う
や
ら
彼
は
『
朝
』
と
名
の
付
く
も
の
に
は
、
頭
が
上
が
ら
な
い
ら
し
い
。

」　
「
こ
れ
が
『
朝
』
よ
。
新
し
い
１
日
の
始
ま
り
よ
！
－
－
－
な
ん
て
清
清
し

い
ん
で
し
ょ
う
！
」

　
ふ
ら
ふ
ら
と
バ
ス
ル
ー
ム
へ
向
か
う
和
人
を
見
送
り
、
朝
子
が
満
足
気
に
、

「
着
替
え
た
ら
朝
子
さ
ん
お
手
製
の
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
ト
』
！
」

　
「
モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
ト
ぉ
？
」

　
朝
子
の
言
葉
に
驚
い
た
和
人
が
、
脱
い
だ
ば
か
り
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
片
手
に
振

り
返
っ
た
。

　
「
何
事
！
？
」

　
「
あ
ら
、
心
配
し
な
い
で
和
人
。
ち
ゃ
ー
ん
と
あ
な
た
の
為
に
」

　
”
あ
な
た
の
為
に
”
を
強
調
し
、
「
用
意
し
た
ん
だ
か
ら
、
レ
バ
ニ
ラ
炒
め
。

」　
「
や
め
て
く
れ
、
朝
子
！
俺
を
殺
す
気
か
っ
！
」

　
和
人
の
悲
鳴
が
、
早
朝
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
響
き
渡
る
－
－
－

　
「
・
・
・
　
・
・
・
お
前
・
・
・
　
・
・
・
」

　
秀
は
し
げ
し
げ
と
和
人
の
顔
を
覗
き
込
ん
で
言
っ
た
。
「
す
っ
ご
く
、
顔
色

悪
い
ぞ
、
今
朝
は
。
」
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「
・
・
・
　
・
・
・
何
も
聞
か
な
い
で
く
れ
。
」

　
和
人
は
今
も
、
脳
裏
に
残
る
朝
子
特
性
の
”
レ
バ
ニ
ラ
炒
め
”
の
幻
と
格
闘

し
て
い
た
。

　
一
度
言
い
出
し
た
ら
、
雨
が
降
ろ
う
と
槍
が
降
ろ
う
と
決
し
て
引
か
な
い
朝

子
の
為
に
か
ろ
う
じ
て
１
／
３
は
片
付
け
た
和
人
だ
っ
た
。

　
青
山
に
あ
る
、
秀
の
オ
フ
ィ
ス
の
廊
下
。

　
ミ
ー
テ
ッ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
と
続
く
長
い
廊
下
を
歩
き
な
が
ら
、

　
「
し
か
し
－
－
－
朝
子
さ
ん
も
大
変
だ
よ
な
。
お
前
み
た
く
好
き
嫌
い
の
激

し
い
奴

相
手
じ
ゃ
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
料
理
も
張
り
合
い
な
い
だ
ろ
う
に
。
」

　
「
俺
へ
の
”
同
情
”
は
な
い
の
か
、
俺
へ
の
。
」

　
和
人
は
拗
ね
た
様
に
、
秀
を
横
目
で
睨
ん
だ
。

　
秀
は
、
ニ
カ
ッ
と
笑
い
、

　
「
『
食
』
に
関
し
て
は
な
い
。
好
き
嫌
い
す
る
奴
の
方
が
悪
い
。
」

　
き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
っ
た
。

　
「
－
－
－
帰
る
。
短
い
付
き
合
い
だ
っ
た
な
。
」

　
「
あ
、
待
っ
て
、
冗
談
！
－
－
－
和
人
ち
ゃ
ー
ん
！
」

　
踵
を
返
し
、
今
来
た
廊
下
を
戻
り
始
め
た
彼
の
姿
を
、
慌
て
て
追
い
か
け
る

秀
。

　
「
俺
が
お
前
の
朝
食
か
ら
夕
食
ま
で
、
全
部
手
伝
っ
て
や
っ
か
ら
！
」

　
「
え
・
・
・
　
・
・
・
」

　
秀
の
言
葉
に
振
り
返
る
和
人
。

　
碧
を
帯
び
た
瞳
を
僅
か
に
見
開
き
、
並
ん
だ
秀
を
見
つ
め
る
。

　
「
そ
う
言
う
事
。
」

　
秀
は
、
に
っ
、
と
笑
っ
て
自
分
を
指
差
し
、
「
今
日
か
ら
俺
も
お
前
の

『
運
命
共
同
体
。
』

ど
う
き
ょ
に
ん

　
「
秀
！
何
や
っ
て
ん
の
よ
、
そ
ん
な
所
で
！
」

　
廊
下
で
の
秀
の
声
を
聞
き
付
け
た
さ
や
か
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
部
屋
か
ら

走
り
出
て
く
る
。

　
「
遅
刻
よ
！
今
、
何
時
だ
と
－
－
－
－
」



6

　
と
、
怒
鳴
り
か
け
て
彼
の
隣
の
青
年
に
気
付
く
。

　
慌
て
て
両
手
で
口
を
押
さ
え
、
「
・
・
・
　
・
・
・
や
だ
、
一
人
じ
ゃ
な
か

っ
た
の
？
」

　
「
誰
だ
、
秀
、
彼
は
。
」

　
信
二
が
、
や
は
り
そ
の
姿
に
魅
入
ら
れ
た
表
情
で
口
だ
け
ぽ
く
ぱ
く
と
動
か

し
、

か
ろ
う
じ
て
声
を
絞
り
出
す
。

　
「
紹
介
す
る
よ
。
」

　
秀
は
和
人
の
背
を
叩
き
、
み
ん
な
の
前
へ
と
押
し
や
っ
た
。

　
「
『
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
 

Ｔ
ｏ
 

Ｏ
ｎ
ｅ
』
専
属
モ
デ
ル
－
－
－
和
人
だ
。
『

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
』
の
撮
影
は
彼
で
い
く
！
」

　
そ
し
て
－
－
－
始
ま
る
。

　
２
人
が
待
ち
わ
び
た
、
新
し
い
『
朝
』
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
ｉ
ｎ
 

：
Ｂ
Ｇ
Ｍ
．
Ｔ
．
Ｍ
．
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
『
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
 

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
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エ
ピ
ロ
ー
グ
　
ア
ン
ド
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

こ
れ
で
『
夜
叉
』
へ
と
続
く
作
品
が
全
部
サ
イ
ト
Ｕ
Ｐ
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
次
は
ど
の
小
説
か
ら
書
き
始
め
よ
う
（
＿
￥
）

（
今
日
は
仕
事
さ
ぼ
っ
ち
ゃ
っ
た
。
連
絡
入
れ
た
け
ど
ね
↑
訳
あ
り
（
＿
＿
）

来
週
は
が
ん
ば
ろ
う
・
・
・
　
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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